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ペプチドリーム株式会社との共同研究開発契約締結について 
 
  
キョーリン製薬ホールディングス株式会社の子会社である杏林製薬株式会社（本社：東京都千代田区、代表取

締役社長:宮下 三朝、以下「杏林製薬」）は、ペプチドリーム株式会社（本社：東京都目黒区、代表取締役社長:

窪田 規一、以下「ペプチドリーム」）との間でこの度、複数の創薬標的タンパク質に対して特殊環状ペプチドを

創製する共同研究開発契約を締結しました。 

 

 杏林製薬は本契約により、特定の創薬ターゲットにおいて、ペプチドリーム独自の創薬開発プラットフォーム

システム：PDPS (Peptide Discovery Platform System)技術を用いて特殊環状ペプチドを創製すること、また特

殊ペプチドに係る臨床開発、製品化を進めることが可能となります。当社は、従来の低分子創薬に加えて次世代

の創薬アプローチとして、革新的なPDPS技術を活用し、自社が開発を目指す疾患領域における創薬ターゲットに

対し、新たな化合物探索の可能性を広げます。 

 なお当社は、ペプチドリームに対し当契約に基づく契約一時金及びマイルストーンペイメント並びに製品化後

の売上に応じた一定比率のロイヤリティを支払います。 

 
キョーリン製薬グループは、長期ビジョン「HOPE100｣を掲げ、世界の人々の健康に貢献できる新薬の創製と

提供が新薬メーカーの存在意義を高め、持続成長に結びつくとの認識に基づき研究開発を積極的に推進していま

す。杏林製薬は、今後も自社内の技術にとどまらずアカデミア、ベンチャー企業等との連携も強化することでオ

リジナリティーの高い新薬創製を目指します。 
 
なお、今回の契約締結による 2016 年 3 月期の連結業績予想に与える影響は軽微です。 

以上 

 

【ペプチドリーム社について】 

会社名  ：ペプチドリーム株式会社 

本社  ：東京都目黒区駒場4-6-1  東京大学駒場リサーチキャンパス KOL4 階  

代表取締役社長 ：窪田 規一 

設立  ：平成18年 7月 

資本金  ：2,743,872 千円 （平成26年12月31日現在） 

事業内容 ：独自の創薬開発プラットフォームシステム「PDPS」を用いた「特殊ペプチド」による創薬 

   研究開発 


